
Ⅴ−２ 国際経済研究会での議論から 
債務の規模と構成に関する地域的課題の検討 

 
塩谷雅弘（経済 経 ・ ） 

 

１ 本 の 的 

 1 年度の国際経済研究会 1 年 と 年 1 の 回開催し 回に 本の

研究報告が行 、年 を て 本の研究報告が行 、 ら研究の

に て議論し 本 、 の研究会での議論を ながら、 に、 になる ーマ

に て らに の研究成果 しながら、地域的な課題として 理する ので

る 回 を る  

２ 年度の国際経済研究会での議論 

 1 年 開催の第 1 回研究会で 、イン を めとする アジア諸国 の

の 状と問題 （  1 ）に て、 アフリ 地域の の発展（  

1 ）に ての研究を報告 して 年 1 開催の第 1 回研究会で 、

発展と経済成 に関する の研究 （  ）を 、 の

関係が 一 を ると の 思 る に てイン を とし

研究（  ）を報告 研究会で 、 ら研究の に

て議論し  

グ ー ・ リュー・ ーンの発展を て 日の経済グ ー し 進展

して る 大 、 環境を 用し の 大陸を 経済のグ ー

の進展を推し進め 、 等 なエネ ーを する とによ

経済のグ ー を推し進めて して 日、 報 （   

  ）を に て、経済のグ ー を推し進めて る

と 流の によ 、生 の ・ 地、生 、 な の 活動

の 思 をグ ー な視 で するグ ー が するよ にな 、国際

的な 本 動を して る 国際経済研究の が国から 個 に て

て る と 、塩谷（ 1 ）で し と で る  

一 、 の発 、 大な 報を に 理する とが可能 、 らに 済

と ー スのコストを大 に て る 済に て、

な な によ て して の 、 日、 、すな ッ

シュレス へと進んで る 、 に て 、 の 済能 に関する 報

の と に る 報生 活動が 的 に行 るよ にな 、

に に する て て る  

 年のグ ー の成 の発 、国際的な 本 動、 らに国の経

済発展に 大 な を て る 研究会での 研究報告に関 し 議論を て、
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し 国際経済の状況をよ 理 する とがで で 、 に、 年の 的

な債務 大の状況から地域的な問題を 理して  

３ 的な債務 大と の  

 年のリーマン・シ ッ 、 の の 債務 と大 なシ ッ が続 て

が発生し 国、 、日本の 行 大 な で を

よ とし 果、 で債務が して る 行の発 （    1 ）に

よると、 の債務（政 と民 の債務） 1 年から 年 続で 続

、 1 年 に 大の （ で 1 度）に して る 債務の

大 のよ に で るので か  

 債務の 大 の 大、すな の 大を する の 大 経済成

に ながると考 ら て （  1 ） しかし、 大が経済成 に するの

、 大が る 度 でで 、 る を て が 大して の経済成

果 大 な とが て る る研究 、国 の債務（政 と民

の債務）が で 1 を ると成 果が なる とが して る

（    1 ） 民 と政 の債務を 別し、民 の債務が

で を ると成 果が なると の る（    ） な 債

務、すな が 大して ると成 果が なるので か  

の成 果が なるメ ニズムとして の を る研究が る

第 1 、債務 大 よ 全で な ジ ト る 果を持 とを

する（    1 ） の債務 済を によ 全な を

ると ので る リス ーな ジ ト 成 し の 大

が、 しに よ 全な ジ ト 成 して （ イリス ・

イリターン、 ーリス ・ ーリターン） に る 第 、民 の で

の債務 成 果が とを する 民 と

に ら るが、 の債務 の 、生 の 果を持 一 、

の債務 生 果が 的 とを する 債務が して ると、

の債務が し る が 、債務の成 果が なると （    

1 ）  

４ 地域的課題の 理 

 １ の債務の状況を して る 国と 進国の 、 国の 国 で債務の

状況を すると 国と 進国を で 、 進国の が債務の

（ 1 年 国 、 進国 ） 進国 リーマン・シ ッ の

1 年に する 政 債務の によると が大 一 、 国 リーマ

ン・シ ッ が続 て る と 債務によると が大 国

の で 国 国 債務の 国、 国、タイと アジア諸国で
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、 の地域の 国に て、 の債務の 的 、 が続

て る アジア地域 の 国 政 の債務が  

 債務の規模 構成 、 国と 進国の で、 国で アジア、 ー ッ 、

地域の で大 な て る アジア地域の 国 、 の地域に て、規模が

大 、 債務の 合 大 し 規模 構成の 、債務の成 果の

として る 債務の規模 構成が、発展 度、地域によ て なるの な か 地域

的な の の 、地域的なグ ー ・ リュー・ ーンの な との関

係から地域的な債務の規模 構成の を しよ とする研究が めて る

（    1 ） が な  

 

１ 債務の状況（ 、 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： ータ ース 
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  進国 、         

             

      

 

１ 国際経済研究会（ 大）開催 （２ １９年度） 

： 成 
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1  1 11  
1 -
1  
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一 （
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「 発展と経済成 に関する研究」 
 

       
 

 

共研
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： 社会 第 会議 発 氏 の（ ） 共催研究会 のと  

共研１ 、 大 トムアッ 研究課題「 ・ に関する 研究 よ の 用（研究 ・

経済 経 ）」の研究会  
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